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令和５年度 小学校教員向け環境教育研修会 実施報告 

「やってみよう！環境学習プログラム」 

第４回「いまさら聞けない SDGs～学校の中での推進」（テーマ：SDGs） 

 

 

□実施日時  令和５年８月９日（水）13 時 30 分～15 時 30 分  

□実施方法  Zoom によるオンライン 

 

□実施内容 

１．事務連絡・開講挨拶等  

・事務局から受講上の注意、全体スケジュール等の説明 

・環境局総務部環境政策課から開講挨拶等  

２．講師からの講義・体験 

講師：全国小中学校環境教育研究会会長 東京都多摩市立連光寺小学校校長 

關口 寿也氏 

町田市立小中一貫ゆくのき学園校長 鈴木 元氏 

昭島市武蔵野小学校主任教諭 八長 康晴氏 

 

（１）環境学習のポイント ～体験の重要性～ 

学校教育の中で、SDGs についてどう取り組めばよいのか。SDGs についての基本的な考え方

をクリアにして、参加者同士の交流から実践方法のヒントを一緒に考える。 

 

（２）講座 

①講義「いまさら聞けない SDGｓ～学校の中での推進」(關口先生)  

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月は史上最も暑い月になる見通し「地球沸騰化が始まった。」 

気温上昇で支障をきたす学校教育活動。教室、校庭、プール、体育の中止などで授業がで

きない、学習意欲の低下、遊びの制限、子供たちもストレスがたまっている。これが日常的

な風景となってしまった。 

SDGs の概念を表す構造モデルである「SDGs ウェディングケーキモデル」を紹介し、一番

下を支える生物圏での 3つの課題は SDGs 達成に向けて非常に大事な項目であるとした。 

環境教育を実践したとき、とりあえず教える、成果が出ないなどの悩みを抱えてしまう。
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SDGs を学ぶ学習をしているのでは。 

「自分たちも思っている様々な将来への不安などを子供たちに教えなくていいのか」とい

う、教員として人としての使命感につながるのではないか。 

学校教育が用意しなければならないのは、教育、能力開発、人材育成であり、「環境教育

を学ばせる」から、「環境教育で、学ばせる」とすることで、探求型学力の向上（ESD）で持

続可能な社会づくりが可能になる。とした。 

地域資源を活用して進め、資質・能力・態度を身につけることが郷土愛を育み SDGs の達

成へ向けた小さな一歩へつながる。SDGs は題材ではなく目標であり結果である。として、

教科指導の模倣ではなく、学びのプロセスを参考にする。つかむ、しらべる、まとめる。と

いう学びのサイクルを繰り返しながら学びを進めている実践事例を紹介した。 

事例１）東京都小学校 未来にやさしいエネルギー（気候変動）6 年生 

外部の協力（企業、活動する高校生（FFF））を借りながら学ぶ。イルミネーションを

点すなどの発信・行動を行った。 

事例２）北海道小学校 羅臼学（地域の学び） 

地元のことについて学年ごとに学んでいる。地域の学びで郷土愛が生まれ SDGs

の達成へ近づく。学校全体で活動を繰り返している。 
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②講義「持続可能な社会づくりのための環境教育の推進」 

～消費者視点から生産者視点への環境教育によって育む学力と環境保全意欲～ 

（町田市立小中一貫ゆくのき学園 校長 鈴木氏） 

社会的背景から消費者の視点、身近な問題、生産者視点を交えた環境教育を行う必要があ

るとし、全国小中学校環境教育研究会で作成した「新しい環境教育」で示す３つの能力・態

度に基づいた指導計画・単元・授業プランを紹介。 

研究経過では、学校現場での ESD 推進状況の確認 、取り組み可能な課題の検討、昨年度

の研究の検証 、消費者視点から生産者視点へ広げるための教材、単元開発、授業検証を行

い、単元事例として企業とともに開発した授業動画を視聴した。 

授業後のアンケートにて、 

・今まで人間が自然を壊してきたからこれからも自然を残せるのか心配です。 

・色々な企業で SDGs の取り組みをしているということに安心した。 

とあり、子供たちの意識変容、環境問題を自分事として考えるようになったことを、成果

として紹介。 

教員にとっても、企業が SDGs 達成に向けてどのような工夫と努力をしているかを知るよ

い機会となり、指導の幅の広がりをもつことができた、とする一方、企業が実施する授業回

数の限界、教員主導で実施する工夫などを課題とした。 
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③グループディスカッション 

班に分かれて授業として取り組む際の課題等についてディスカッション。それぞれの

班に講師が入り意見交換を行った。 

（質疑応答及び受講者同士の意見発表） 

・実践が聞いてみたいです。オンラインはとても参加しやすいので継続してほしいと思い

ます。 

・SDGs を取り入れた 1単位時間の授業作成が、オンラインまたは対面でできたらと思いま

す。夏季研修であれば、２学期以降の授業実践に活かしていけると思います。 

 

 

◎事務連絡、アンケート記入等（事務局） アンケート 


